
たどくのひろば 

http://tadoku.info 

1 

 

「貧困
ひんこん

からの脱
だっ

却
きゃく

」４ 

僕
ぼく

の夢
ゆめ

は兵
へい

士
し

になることだった －日
に

本
ほん

で学
まな

ぶ難民
なんみん

 ベン トゥ－ 

 

カレン族
ぞく

という少
しょう

数
すう

民族
みんぞく

のベン トゥは、タイの難民
なんみん

キャンプで生
う

まれ育
そだ

ち、１６年間
ねんかん

暮
く

らしてきまし

た。祖
そ

国
こく

ミャンマーでは民族
みんぞく

の争
あらそ

いが続
つづ

いていて、ミャンマー軍
ぐん

に追
お

われ、住
す

むことができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイのメラ難民
なんみん

キャンプ 

 

みなさんは自
じ

由
ゆう

についてどのように考
かんが

えていますか。次
つぎ

の休
やす

みには旅行
りょこう

へ行
い

こうかな、将
しょう

来
らい

はどんな

仕
し

事
ごと

をしようかな、など色々
いろいろ

な選択
せんたく

があると思
おも

います。しかし、難民
なんみん

キャンプではそうはいきません。

難民
なんみん

キャンプの中
なか

には学校
がっこう

もあり、放
ほう

課
か

後
ご

には友人
ゆうじん

とサッカーやバレーボールをして、楽
たの

しく過
す

ごせま

す。しかし、自
じ

由
ゆう

がなく、勉
べん

強
きょう

しても学
まな

んだことを活
い

かすことはできません。学校
がっこう

を卒
そつ

業
ぎょう

したとしても

働
はたら

く場
ば

所
しょ

はほとんどないのです。また、国籍
こくせき

がなく海外
かいがい

へ行
い

くどころか、国内
こくない

の他
ほか

の地
ち

域
いき

へすら行
い

けな

いのです。ある日
ひ

、キャンプを出
で

ようとしてタイの警察
けいさつ

につかまってしまいました。「生
い

きている意味
い み

が

ない」と思
おも

いました。でもひとつだけベン トゥには夢
ゆめ

がありました。それは、自
じ

分
ぶん

の民族
みんぞく

の兵
へい

士
し

になる

ことでした。 

そんなベン トゥは 16歳
さい

のときに難民
なんみん

として家
か

族
ぞく

で日
に

本
ほん

にやってきました。「第三
だいさん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

制
せい

度
ど

」という

制
せい

度
ど

で来日
らいにち

した初
はじ

めての家
か

族
ぞく

だったので、空港
くうこう

に着
つ

いたときからカメラに写
しゃ

真
しん

をとられ、メディアに注
ちゅう

目
もく

されました。「難民
なんみん

」として受
う

けられる支
し

援
えん

は最初
さいしょ

の６カ月
げつ

のみ、そこから後
あと

は自
じ

分
ぶん

達
たち

の力
ちから

で生
い

きなけ

ればなりませんでした。夜
よる

に勉
べん

強
きょう

する夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

と定
てい

時
じ

制
せい

高校
こうこう

に通
かよ

いながら、日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

し、アルバ

イトをして家
か

族
ぞく

を支
ささ

えました。また、少
しょう

数
すう

民族
みんぞく

には知
ち

識
しき

人
じん

がいないことに気
き

づきました。だから平
へい

和
わ

を

求
もと

めながらもその解決
かいけつ

策
さく

として「争
あらそ

う」ことにしか考
かんが

えられないんだと思
おも

いました。 

大学
だいがく

に入
はい

って学
まな

びたいと思
おも

いました。でも塾
じゅく

に行
い

くお金
かね

もありません。一年
いちねん

目
め

は受
じゅ

験
けん

に失敗
しっぱい

し、無
む

料
りょう
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塾
じゅく

や、支
し

援
えん

してくれる方
かた

にお願
ねが

いして、勉
べん

強
きょう

を教
おそ

わりました。受験
じゅけん

が心配
しんぱい

で、胃
い

が痛
いた

くなり、病
びょう

気
き

に

なり入
にゅう

院
いん

もしましたが、ここで「自
じ

分
ぶん

は難民
なんみん

だからうまくいかない」と考
かんが

え諦
あきら

めてしまったら、難民
なんみん

キャンプのみんなに希
き

望
ぼう

を与
あた

えられないと思
おも

って勉
べん

強
きょう

し続
つづ

けました。 

定
てい

時
じ

制
せい

高校
こうこう

では日
に

本
ほん

人
じん

の友人
ゆうじん

もできました。でも自
じ

分
ぶん

が「難民
なんみん

」であることを言
い

うことはできていませ

んでした。大学
だいがく

に合格
ごうかく

が決
き

まり、久
ひさ

しぶりに友人
ゆうじん

と会
あ

い居
い

酒
ざか

屋
や

にいきました。そして自
じ

分
ぶん

は「難民
なんみん

」であ

ることを伝
つた

えました。友人
ゆうじん

は言
い

ってくれてありがとうと言
い

い、だからといって、ベン トゥに対
たい

する態
たい

度
ど

は何
なに

も変
か

わりませんでした。ベン トゥはとても嬉
うれ

しい気持
き も

ちになりました。 

大学
だいがく

に入
はい

ってからは、「難民
なんみん

」であることを周
まわ

りに伝
つた

え、自
じ

分
ぶん

が「難
なん

民
みん

」とは何
なに

かを伝
つた

えていこうと思
おも

うようになりました。でも「“難民
なんみん

”としてカテゴリ化
か

してほしくない。“難民
なんみん

”になりたくてなったわけ

じゃない。」とも思
おも

っています。また、自
じ

分
ぶん

の民族
みんぞく

である「カレン族
ぞく

のために何
なに

かしたい」と思
おも

っていた

気持
き も

ちも少
すこ

し変
へん

化
か

してきました。アイデンティティにこだわりすぎると「自
じ

分
ぶん

たちと自
じ

分
ぶん

たちじゃない

人々
ひとびと

という区
く

別
べつ

ができてしまう」と考
かんが

えるようになりました。「あの人
ひと

はあの国
くに

の出
しゅっ

身
しん

だから、難民
なんみん

だ

から」といったことからその人
ひと

を判断
はんだん

するのではなく、その人
ひと

自
じ

身
しん

がどうかということを見
み

るべきだと思
おも

うようになりました。ベン トゥの夢
ゆめ

はもう兵
へい

士
し

になることではありません、さらに学
まな

び続
つづ

けることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お好
この

み焼
や

きに挑
ちょう

戦
せん

！ 

 

 （1351字
じ

） 

（2020.12 Written by Yukiko OKUNO） 
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この作品
さくひん

はクリエイティブ・コモンズ 表
ひょう

示
じ

 - 非
ひ

営
えい

利
り

 - 継
けい

承
しょう

 4.0 国際
こくさい

 ライセンスの下
もと

に提
てい

供
きょう

されています。この作品
さくひん

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、「たどくのひろば」を出
しゅっ

典
てん

として示
しめ

してください。 

例
れい

）出
しゅっ

典
てん

：「たどくのひろば」（http://tadoku.info） 
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